
　名古屋市の熱田神宮で公開された絵図をもとに人形や農作物の模型を並べて、衣装
の色や配置などでその年の農作物の出来を占う「花の撓（おためし）」が、５月１１日宮津
の熱田社で行われました。豊作を願う巫女舞も奉納されました。人形などを見て自分が
感じたことが占いとなります。巫女たちにはどのような年になると思えたでしょうか。

No. 959

“人形を見て今年を占うそうだよ” 
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広
報
 

2008

主な内容 

消防団県大会へ 

春の叙勲、褒章受章者 

高齢者福祉サービス 

あぐいぶらり旅 

ページ 

　町消防団第１分団が愛知県消防操法大会に
出場します。大会に臨む意気込みを紹介。 

　町内で二人の方が受章。喜びの声を
聞きました。 

　さまざまな高齢者在宅福祉サー
ビスを行っています。ご利用を。 

　タモで何やら捕まえようとしている
親子に出会う。近づいてみると…。 

□ １０ 

□ 6

□ 4

□ 2

とう
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広報あぐい　２００８年６月１日号

８７ 
防災交通課 
fl（４８）１１１１ 
（内２０８） 

ニュース 

ま
ち
づ
く
り 
安

全

で

住

み

よ

い

 
　防災行政無線が聞き取りにくい場合
は�（４８）７０３０へ問い合わせてくださ
い。最新のメッセージを聞くことがで
きます。

力の限り燃え尽きろ！ 力の限り燃え尽きろ！ 力の限り燃え尽きろ！ 力の限り燃え尽きろ！ 力の限り燃え尽きろ！ 
目標に向かって汗を流す若者たち 

　

第
五
十
三
回
愛
知
県
消
防
操
法
大
会
が

七
月
十
二
日
、
一
宮
市
の
愛
知
県
一
宮
総

合
運
動
場
で
開
か
れ
ま
す
。
こ
の
大
会
に

阿
久
比
町
消
防
団
第
一
分
団
が
二
十
五
年

ぶ
り
、
町
消
防
団
の
出
場
と
し
て
は
五
年

ぶ
り
に
知
多
郡
五
町
の
代
表
と
し
て
「
小

型
ポ
ン
プ
操
法
」
の
部
で
出
場
し
ま
す
。

優
勝
を
目
指
し
て
夜
間
練
習
に
取
り
組
む

阿
久
比
町
消
防
団
第
一
分
団
を
取
材
し
ま

し
た
。

　
　
　
　

◇　
　
　
　
　
　

◇

　

大
会
に
向
け
て
第
一
分
団
は
三
月
十
七

日
か
ら
練
習
に
励
ん
で
い
る
。
晴
れ
た
日

は
英
比
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
雨
の
日

は
ス
ポ
ー
ツ
村
屋
内
練
習
場
を
使
い
、
月

曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
連
日
連
夜
汗
を
流

す
。

　

午
後
八
時
が
近
づ
く
こ
ろ
、
一
日
の
仕

事
を
終
え
た
消
防
団
員
が
小
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
集
ま
り
始
め
る
。
大
会
に
出
場
す

る
団
員
の
ほ
か
に
も
第
一
分
団
の
メ
ン

バ
ー
、
半
田
消
防
署
阿
久
比
支
署
や
役
場

の
職
員
、
他
の
分
団
か
ら
の
応
援
も
加
わ

る
。

　

誰
か
ら
の
指
示
が
出
る
わ
け
で
も
な
く
、

ブ
ラ
シ
を
使
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
を
行
う

者
、
器
具
を
準
備
す
る
者
、
自
然
発
生
的

に
全
員
で
県
大
会
に
向
け
て
の
サ
ポ
ー
ト

体
制
が
生
ま
れ
て
い
る
。

　

榊
原
和
宏
消
防
団
長
の
合
図
で
練
習
が

ス
タ
ー
ト
。

　
「
火
点
は
前
方
の
標
的
、水
利
は
ポ
ン
プ

右
側
後
方
の
防
火
水
槽
・
・
・
・
」。
夜
の

静
ま
り
返
っ
た
英
比
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
、
第
一
分
団
長
で
指
揮
者
を
務
め
る
西

畠
大
祐
さ
ん
の
威
勢
の
い
い
声
が
響
き
渡

る
。

　

小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
は
、
指
揮
者
の

指
示
で
隊
員
が
消
防
ホ
ー
ス
の
接
続
、
延

長
、
筒
先
の
結
合
操
作
を
行
い
、
ポ
ン
プ

か
ら
約
五
十
メ
ー
ト
ル
先
の
標
的
に
向
け

て
放
水
。
そ
の
後
に
集
合
し
て
整
列
す
る

ま
で
の
一
連
の
動
作
が
競
わ
れ
る
。
動
作

に
掛
か
っ
た
時
間
や
正
確
さ
、
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
な
ど
が
審
査
の
対
象
と
な
る
。

　

出
場
す
る
メ
ン
バ
ー
は
、
自
分
の
役
割

を
確
認
し
な
が
ら
練
習
を
繰
り
返
す
。

　
「
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
気
に
し
ち
ゃ
ダ
メ
だ
。

し
っ
か
り
前
を
見
て
、真
っ
す
ぐ
進
め
」　

　

時
に
、
消
防
団
長
か
ら
厳
し
い
�
げ
き
�

が
飛
ぶ
。「
第
一
分
団
と
し
て
は
二
十
五
年

に
一
回
し
か
巡
っ
て
こ
な
い
県
大
会
出
場
。

町
消
防
団
、
そ
し
て
知
多
五
町
の
代
表
と

し
て
、
各
自
が
こ
の
機
会
を
幸
せ
に
感
じ
、

自
覚
を
持
っ
て
上
位
入
選
を
狙
っ
て
も
ら

い
た
い
」
と
団
長
は
語
り
、
真
剣
な
ま
な

ざ
し
で
練
習
を
見
守
る
。

　

休
憩
の
合
間
に
も
消
防
署
員
か
ら
技
術

面
の
指
導
が
続
く
。
額
に
流
れ
る
汗
を
ふ

き
な
が
ら
、
身
振
り
手
振
り
を
交
え
て
、

ア
ド
バ
イ
ス
を
ま
じ
め
に
聞
き
入
れ
る
。

仲
間
が
撮
っ
た
ビ
デ
オ
を
見
な
が
ら
自
分

た
ち
の
動
き
の
チ
ェ
ッ
ク
も
欠
か
さ
な
い
。

　

メ
ン
バ
ー
を
ま
と
め
る
指
揮
者
西
畠
さ

ん
は
「
こ
こ
ま
で
真
剣
に
な
れ
る
の
は
な

ぜ
で
し
ょ
う
か
ね
え
。
先
輩
に
誘
わ
れ
て

軽
い
気
持
ち
で
消
防
団
に
入
団
し
ま
し
た

が
、
今
は
生
活
の
中
の
一
部
で
す
。
町
民

の
生
命
や
財
産
を
守
る
大
切
な
仕
事
に
誇

り
を
持
っ
て
い
ま
す
。
大
会
が
終
わ
る
ま

で
は
酒
も
タ
バ
コ
も
断
ち
、
優
勝
と
い
う

一
つ
の
目
標
に
向
か
っ
て
全
員
で
突
き
進

ん
で
い
ま
す
。
大
会
終
了
後
に
は
美
酒
で

乾
杯
と
い
き
た
い
で
す
ね
」
と
話
す
。

　

午
後
九
時
半
過
ぎ
、
仕
事
の
都
合
で
練

習
に
遅
れ
て
き
た
一
人
が
加
わ
り
、
大
会

出
場
の
メ
ン
バ
ー
が
五
人
す
べ
て
揃
っ
た
。

「
今
日
最
後
の
一
本
、
気
合
を
入
れ
て
い

く
ぞ
」。「
よ
っ
し
ゃ
あ
ー
」。
全
員
の
掛
け

声
が
一
つ
に
な
る
。

　

疲
れ
の
ピ
ー
ク
は
す
で
に
限
界
を
超
え

る
。
最
後
の
力
を
振
り
絞
り
、
歯
を
食
い

し
ば
り
な
が
ら
の
練
習
が
続
け
ら
れ
た
。

　
「
第
一
分
団
小
型
ポ
ン
プ
操
法
を
終
了

し
ま
し
た
。
別
れ
」。
指
揮
者
が
最
後
の
号

令
を
発
し
た
瞬
間
、
静
か
な
夜
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
「
お
疲
れ
さ
ま
」
と
い
う
言
葉
と

拍
手
が
わ
き
上
が
っ
た
。

　
　
　
　

◇　
　
　
　
　
　

◇

　

第
一
分
団
は
七
月
十
二
日
の
大
会
に
向

け
て
現
在
も
練
習
を
続
け
て
い
ま
す
。
彼

ら
若
者
が
流
し
た
汗
と
努
力
は
、
き
っ
と

素
晴
ら
し
い
結
果
を
残
し
て
く
れ
る
で

し
ょ
う
。
目
指
せ
優
勝
。
頑
張
れ
阿
久
比

町
消
防
団
。

特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別編編編編編編編編編編編編編編編編編編編編特別編
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第53回 
愛知県消防操法大会 
小型ポンプ操法の部 

第1分団 

　ホースを延長して、指揮者の命令を
ポンプ操作員（３番員）に伝達し、放水
の補助も行います。脚力のスピードと
正確な動作が必要とされます。 
＜コメント＞ 
　練習はつらいですが、第１分団の底
力を県大会で披露してきます。 

　隊員に号令を出し、チーム全体の指揮を
執り、標的に向けて放水を行います。はっき
りと明瞭な言葉で指示を出すことが必要で、
隊員の気持ちを高め、雰囲気作りをする大
切な役割です。 
＜コメント＞ 
　出場するからには一番を目指します。 

1番員 1番員 

指揮者 指揮者 

2番員 2番員 

3番員 3番員 吸管補助員 吸管補助員 

団長からアドバイスを受ける団員 

ポンプの点検をする団員 

放水の練習 

　３番員と協力
して防火水槽に吸
管を入れて水利の確
保をします。火事現場では
くずれてきそうなものを壊
すとび操作が必要なため、
放水の後にとびを持ってかま
えます。水利確保には３番員と息を合
わせることが大切です。 
＜コメント＞ 
　頑張るのは当たり前。結果を絶対に
残します。 

　水利の確保後、
吸管が防火水槽
から出ないよう
に押さえる役目
をします。しっか
り押さえていなければ水はホースを伝
わらず放水することができません。補
助員ですが重要な役割です。 
＜コメント＞ 
　仲間の足を引っ張らないように、日ごろ
の練習の成果を皆さんに見せてきます。 

　水利の確保と小型
ポンプ操作を行い
ます。指揮者の指
示が１番員から
伝達されると、放
水ができるように
水を送ります。ポ
ンプの圧力を調整
する技術が必要と
なります。 
＜コメント＞ 
　悔いが残らないよ
うに全力を出し切り
ます。 

第53回 
愛知県消防操法大会 
小型ポンプ操法の部 

出場 
メンバー 
出場 
メンバー 
出場 
メンバー 
出場 
メンバー 

第1分団 ガッツだ！！ ガッツだ！！ 

目指せ優勝 目指せ優勝 目指せ優勝 

新美陽一郎さん（２６歳） 

西畠大祐さん（第１分団分団長・２６歳） 

田中俊充さん（２６歳） 
小野貴嗣さん（２７歳） 

水野慎一さん（２７歳） 

　３番員と協力
して防火水槽に吸
管を入れて水利の確
保をします。火事現場では
くずれてきそうなものを壊
すとび操作が必要なため、
放水の後にとびを持ってかま
えます。水利確保には３番員と息を合
わせることが大切です。 
＜コメント＞ 
　頑張るのは当たり前。結果を絶対に
残します。 
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　今春の叙勲で纐纈信子さん（坂部）が瑞宝双光章を、褒章で青木安夫さん（高岡）が黄綬褒章 
を受章されました。二人に喜びの声を聞きました。 

瑞宝双光章　纐纈信子さん（７４ 歳）
　昭和 ５４ 年 １０ 月に法務大臣から委嘱を受けて保護司となり、現在も
その仕事を続ける纐纈さん。「長くボランティアとして続けた活動が
認められました。私に光を当ててもらえたことは、とても光栄なこ
とです。お世話になった人に感謝の気持ちでいっぱいです。このよ
うな素晴らしい叙勲をいただけるとは思ってもみませんでした」と
喜びの気持ちを話してくれました。
　「罪を犯した人と信頼関係を築き、指導よりも誘導という形で皆さ
んに接してきました」と保護司の活動を振り返りながら、「社会に出
て更生してくれた人が訪ねてきてくれたり、手紙をもらったりする
ときが一番うれしいです」と満面の笑顔。
　小学校の教員に始まり、塾やピアノの先生をするなど、纐纈さん
は生活の中で「人と接すること、人を育てること」にずっと携わっ
てきました。現在も保護司の活動のほかにも、仲間と一緒にボラン
ティアで老人ホームへ慰問に出掛け、音楽会に参加するなど、常に
人と接することを忘れません。
　「＜罪を憎んで　人を憎まず＞世話好きなんですよね。元気で健康
なうちは、いろいろな場所に出掛け皆さんのお世話を続けていきた
いと思います」と最後に話された力強い言葉がとても印象的でした。

黄綬褒章　青木安夫さん（７８ 歳）
　「土地改良事業は一人で出来るものではありません。阿久比南部
土地改良区の基盤整備を進めることができたのも、１９６ 人の地権者
や多くの方の協力のおかげです。皆さんに感謝します」と話す青
木さん。昭和 ２２ 年３月に高校を卒業後から農業に従事。町の農業
委員や阿久比土地改良区総代を歴任するなど農業者と行政のパイ
プ役を果たし、地域農業の発展に尽力されました。
　農業の機械化を推進し、農業生産の近代化や効率化を図るため
「県営ほ場整備事業」に着目。事業の実施には土地改良区設立が
必要と考え、発起人の一人となり愛知県への陳情や地権者などの
同意を得るために昼夜を問わず奔走。その結果、平成元年阿久比
南部土地改良区が設立され、県営ほ場整備事業阿久比南部地区の
土地改良事業がスタート。青木さんは、平成３年３月から阿久比
南部土地改良区理事長を務め、優良農地の創設や農業生産の増大
に努めました。
　＜和の大地　ここに拓く＞　大字矢高地内の土地改良記念碑に
記されています。「皆さんと和をもって、今日までいろいろなこと
が続けられました。南部小学校５年生の児童に米作りを教えていま
すが、私たちが築き上げてきた田んぼで、子どもたちの笑顔があ
ふれることに何よりも喜びを感じます。これからも農業で何か地
域に恩返しができればと思います」と話す青木さんから、農業振
興に掛ける熱い思いが伝わってきました。
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オアシススケッチ オアシススケッチ オアシススケッチ �������

●園児がホタルの幼虫を放流

５月８日、北原保育園児が坂部三郎さん（白沢）が
知人の休耕田を借りて造ったビオトープで、ヘイケボ
タルの幼虫を放流する手伝いをしました。
町ホタル研究会のメンバーでもある坂部さんは自宅

でホタルを飼育。「自然な場所で飛び交うホタルを子ど
もたちに見せてあげたいから」と３年前から園児を招
いて幼虫の放流を行っています。この日は１０,０００匹の
幼虫を放流。「６月中旬にはこの場所でピカピカ光るホ
タルが飛ぶから、家の人と一緒にまた見にきてね」と
坂部さんは園児たちに優しい言葉を掛けていました。

ヘイケボタルの幼虫を放流する北原保育園児たち

あなたは写っていませんか。もし写っていれば、写真をおわけしますので連絡ください。　　企画財政課�（４８）１１１１（内３０３）

●優良児童生徒を表彰

５月７日、知多郡内優良児童等顕彰式が美浜町保健
センターで開かれました。
優良児童生徒や優良子ども会に表彰状が手渡されま
した。阿久比町からは次の皆さんが表彰されました。

（敬称略）
知多郡社会福祉協議会長表彰
優良児童生徒　尋田悠斗（東部小）、若子静保（英比
小）、竹内将真（草木小）、金銅健太（南部小）、柴田ち
はる（阿久比中）
優良子ども会　高岡子ども会

優良表彰を受けた皆さん

●もちの木園生がイチゴ狩りを楽しむ

５月１３日、もちの木園生が新美重幸さん（植大）の
ビニールハウスでイチゴ狩りを楽しみました。
新美さんは約２０年前から、毎年イチゴが実るこの時

期に園生たちを招待しています。
園生は真っ赤に色付いた大きなイチゴを手で摘んで、

用意した箱の中へ入れていきました。もぎたてのイチ
ゴを口いっぱいにほおばりながら「甘くておいしい」
と、うれしそうな声がハウスの中に響いていました。

イチゴ狩りを楽しむもちの木園生

●先生が農業を体感

今年４月から阿久比町の小学校と中学校へ赴任した
先生に、町の農業を理解してもらおうと、５月１４日町教
育委員会が「阿久比を知る会」農業体感ツアーを企画
しました。
参加者２０人は町営農研究会の協力で、「牛舎」「菊団

地」「ほ場」を回り、子牛への哺乳や機械を使っての田
植えなどを体験しました。
「授業で農業を教えるのに、貴重な体験ができまし
た。仕事の大変さや食の大切さを子どもたちに伝えて
いきたいです」と感想を話していました。

牛舎で哺乳体験をする先生たち
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六
十
五
歳
以
上
で
、
介
護
保
険
で
自
立

と
判
定
さ
れ
た
方
を
対
象
に
、
軽
易
な
日

常
生
活
の
援
助
を
行
う
た
め
に
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
し
、
自
立
し
た
生
活
の

継
続
を
援
助
し
て
い
ま
す
。

　

六
十
五
歳
以
上
で
、
介
護
保
険
で
自
立

と
判
定
さ
れ
た
方
を
対
象
に
、
生
き
が
い

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
（
町
保
健
セ
ン
タ
ー

内
）
で
一
日
を
楽
し
く
過
ご
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
で
は
、
日
常
動
作
訓
練
、
健

康
チ
ェ
ッ
ク
、
入
浴
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
が

受
け
ら
れ
ま
す
。
昼
食
も
自
己
負
担
で
受

け
ら
れ
ま
す
。

　

在
宅
で
寝
た
き
り
の
高
齢
者
（
お
お
む

ね
六
十
五
歳
以
上
）
の
方
が
健
全
で
安
ら

か
な
生
活
を
営
む
た
め
に
日
常
的
に
使

用
し
て
い
る
寝
具
の
洗
濯
・
乾
燥
を
行
っ

て
い
ま
す
。

六
月
の
サ
ー
ビ
ス

□
対
象
者　

在
宅
で
寝
た
き
り
の
高
齢

者
（
お
お
む
ね
六
十
五
歳
以
上
で
三
カ

月
以
上
寝
た
き
り
の
状
態
）
の
方
が
対

象
□
日　

時　

六
月
十
七
日（
火
）の
午
前

に
回
収
し
、
六
月
十
九
日（
木
）午
後
に

配
送

□
枚　

数　

洗
濯
・
乾
燥
と
も
、
掛
け
ふ

と
ん
・
敷
き
ふ
と
ん
・
毛
布
各
一
枚

□
申
込
期
限　

六
月
十
日（
火
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

保
険
課
介
護
保
険
係　

�（
４
８
）1

　

１
１
１
（
内
２
２
８
・
２
９
０
）

　

お
お
む
ね
六
十
五
歳
以
上
の
一
人
暮

ら
し
、
ま
た
は
高
齢
者
夫
婦
世
帯
な
ど
で
、

食
事
を
作
る
こ
と
が
困
難
な
高
齢
者
に

配
食
サ
ー
ビ
ス
（
日
曜
日
を
除
く
毎
日
）

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
祝
日
も
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

満
七
十
歳
以
上
の
高
齢
者
に
タ
ク

シ
ー
の
初
乗
り
料
金
（
基
本
料
金
）
を
助

成
し
て
い
ま
す
。
利
用
で
き
る
タ
ク
シ
ー

は
、
阿
久
比
町
と
契
約
し
て
い
る
会
社
に

限
り
ま
す
。
助
成
券
は
年
間
三
十
枚
交
付

し
て
い
ま
す
。

　

満
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
に
、
東
部

知
多
温
水
プ
ー
ル
の
利
用
料
の
半
額
を

助
成
し
て
い
ま
す
。

　

お
お
む
ね
六
十
五
歳
以
上
の
一
人
暮

ら
し
、
ま
た
は
高
齢
者
夫
婦
世
帯
に
、
通

報
装
置
を
設
置
し
て
安
全
な
生
活
が
で

き
る
よ
う
手
助
け
を
し
て
い
ま
す
。

　

常
時
、
は
い
か
い
癖
の
あ
る
お
お
む
ね

六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
の
方
に
、
位
置

確
認
の
た
め
の
発
信
器
の
貸
し
出
し
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

在
宅
で
常
時
紙
オ
ム
ツ
な
ど
の
介
護

用
品
の
利
用
を
必
要
と
す
る
、
重
度
の
要

介
護
状
態
に
あ
る
方
（
住
民
税
非
課
税
世

帯
）
に
介
護
用
品
を
支
給
（
ク
ー
ポ
ン
券
）

し
て
い
ま
す
。

　

重
度
の
要
介
護
の
状
態
に
あ
る
低
所

得
者
世
帯
（
住
民
税
非
課
税
世
帯
）
の
高

齢
者
を
他
の
サ
ー
ビ
ス
を
過
去
一
年
以

上
利
用
す
る
こ
と
な
く
介
護
し
て
い
る

家
庭
に
、
慰
労
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　

家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
お
お
む
ね

六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
を
対
象
に
、
趣

味
活
動
や
軽
運
動
な
ど
を
行
い
、
一
日
を

楽
し
く
過
ご
せ
る
施
設
で
す
。
現
在
、
南

部
・
宮
津
・
福
住
・
草
木
の
各
宅
老
所
を

開
設
し
て
い
ま
す
。

　

火
災
か
ら
生
命
や
財
産
を
守
る
た
め

満
六
十
五
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
で
住

民
税
が
非
課
税
者
（
住
民
税
課
税
者
の
ど

な
た
に
も
扶
養
さ
れ
て
い
な
い
方
）
の
自

宅
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま

す
。
一
人
暮
ら
し
の
障
害
者
の
方
も
対
象

に
な
り
ま
す
。

◇
保
険
課
介
護
保
険
係　

�（
４
８
）1

　

１
１
１
（
内
２
２
８
・
２
９
０
）

◇
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

�（
４
８
）

　

１
１
１
１（
内
３
１
８
・
３
１
９
）

◇
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
（
阿
久
比
一

　

期
一
会
荘
内
）　

�（
４
７
）０
６
３
９

※　

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
は
二
十

　

四
時
間
対
応
し
て
い
ま
す
。

問い合わせ先 
保険課介護保険係 
fl（４８）１１１１（内２２８・２９０） 

町ではさまざまな高齢者福祉
サービスを行っています。 
ご利用ください。 

高
齢
者
軽
度
生
活
援
助
事
業

生
き
が
い
活
動
支
援
通
所
事
業

寝
具
の
洗
濯
・
乾
燥
サ
ー
ビ
ス
事
業

配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

タ
ク
シ
ー
料
金
助
成
事
業

温
水
プ
ー
ル
の
利
用
料
助
成
事
業

緊
急
通
報
装
置
設
置
事
業

は
い
か
い
高
齢
者
家
族
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業

家
族
介
護
用
品
支
給
事
業

家
族
介
護
慰
労
事
業

高
齢
者
健
康
保
持
対
策
事
業（
宅
老
所
）

住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
事
業

介
護
保
険
、高
齢
者
福
祉
の
相
談
窓
口
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□問い合わせ先　環境衛生課保健係
　�（４８）１１１１（内３１１・３１２）

る
人
は
、
年
齢
を
問
わ
ず
健
康
で
、
特
に

高
齢
者
は
認
知
症
や
寝
た
き
り
に
も
な
り

に
く
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
歯
周
病
や
む
し
歯
な
ど
に
か

か
る
と
、
歯
を
失
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

若
い
と
き
か
ら
、
歯
周
病
の
初
期
段
階

で
あ
る
歯
肉
炎
に
か
か
る
人
が
多
く
み
ら

れ
ま
す
。

　

歯
を
失
う
の
は
老
化
が
原
因
で
な
く
、

若
い
こ
ろ
に
発
症
し
た
歯
肉
炎
が
重
症
化

し
て
歯
周
病
と
な
る
た
め
に
起
こ
る
こ
と

が
多
い
の
で
す
。

　

若
い
う
ち
か
ら
口
の
健
康
を
保
っ
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

口
の
中
が
歯
肉
の
炎
症
や
う
み
で
汚
れ

た
状
態
に
な
る
と
、
過
剰
に
繁
殖
し
た
細

菌
が
粘
膜
や
血
液
を
通
っ
て
全
身
を
回
り
、

心
臓
や
肺
な
ど
に
炎
症
を
引
き
起
こ
す
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

歯
周
病
は
、
口
の
中
だ
け
で
な
く
、
全

身
の
健
康
状
態
に
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　

歯
周
病
や
む
し
歯
は
、
初
期
の
こ
ろ
は

自
覚
症
状
が
な
い
こ
と
が
多
い
た
め
、
定

期
的
に
歯
科
健
診
を
受
け
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
掛
か
り
付
け
の
歯
医
者
を
つ
く
り
、

定
期
的
に
歯
科
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

町
で
も
、
年
に
二
回
、
六
月
の
「
む
し

歯
予
防
デ
ー
」
と
十
一
月
の
「
健
康
ま
つ

り
」
で
歯
科
健
診
を
無
料
で
実
施
し
て
い

ま
す
。
日
程
は
、
広
報
や
回
覧
な
ど
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

888888888888888888888888888888888888888888888888888888888888888000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000222222222222222222222222222222222222222222222222222222222222222000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰をををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををしししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす
　８０ 歳以上で ２０ 本以上自分の歯がある方を募

集しています。

□募集期限

　６月 ３０ 日（月）

□対象者

　昭和４年３月 ３１ 日以前に生まれた方

※　以前に表彰を受けられた方は除きます。

□申し込み・問い合わせ先（５０ 音順）
電話番号住　所歯科医院名称
�４８-８００８阿久比町大字宮津字名師 １５-１石橋歯科医院

�４８-０２６２阿久比町大字福住字平野 ２１-１稲葉歯科医院

�４８-９６０８阿久比町大字椋岡字唐松 ３-３クローバーこども歯科

�４８-６０６０阿久比町大字卯坂字小谷 １０３関歯科医院

�４８-３９３９阿久比町大字草木字花吹 ２１竹内歯科医院

�４８-４１３９阿久比町大字福住字高根台 １１-７中村歯科医院

�４８-４６０１阿久比町大字板山字東台 ２１-２ひがし台歯科医院

�４８-３５６５阿久比町大字阿久比字宮後 ３２やなぎその歯科

�４８-７２３４阿久比町大字卯坂字古見堂 ６６-１若子歯科

　

食
べ
る
こ
と
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
大

き
な
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。「
歯
」
は
、

食
べ
る
こ
と
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

い
ま
す
。

　

二
十
本
以
上
歯
が
あ
る
と
、
ほ
と
ん
ど

の
食
べ
物
を
自
分
の
歯
で
食
べ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
二
十
本
以
上
歯
が
あ

「
い
つ
ま
で
も
食
べ
た
い
物
が

食
べ
ら
れ
る
歯
」を
目
指
し
ま
し
ょ
う

全
身

　

敗
血
症
、
頭
痛
、
肩
こ
り
、
内
臓
の
不

調
、
栄
養
障
害

消
化
器
・
呼
吸
器
の
病
気

　

胃
炎
・
胃
潰
瘍
、
誤
嚥
性
肺
炎
（
高
齢

者
の
肺
炎
の
原
因
菌
は
口
の
中
に
潜
ん
で

い
ま
す
）

循
環
器
の
病
気

　

心
内
膜
炎
、
心
筋
炎
、
動
脈
硬
化

皮
膚
の
病
気

　

皮
膚
炎
（
皮
膚
炎
も
口
の
中
に
原
因
が

あ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
）

代
謝
異
常
の
病
気

　

糖
尿
病
（
歯
周
病
を
治
療
す
る
と
血
糖

値
が
下
が
る
場
合
も
あ
り
ま
す
）

口
・
歯
の
ト
ラ
ブ
ル
が

　
　

引
き
起
こ
す
全
身
の
病
気

歯
周
病
は
全
身
に
影
響
を

　
　

与
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

定
期
的
に
歯
科
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

歯周病やむし歯を予防 
するため、定期的に歯科健診を 

受けましょう。 
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ロ 

ト 

ェ 

家庭からの働きかけ

　生活習慣・学習習慣・食育研究部会がまとめた「家庭、園・学校がともに育ち合うための手
引き」から、小学校２年生（８歳）の部分を紹介します。家庭教育の参考にしてください。 

目指す子どもの姿と働きかけ 小学校 ２ 年生（８歳）

学校からの働きかけ
□　先生から生徒へ、また先生同士のあいさつをしっかり
　行い、自ら手本となる行動を取る。
□　学校のきまりなどを保護者にも周知し、家庭での協力
　を促す。
□　教科書や文具を大切に使うことを指導する。
□　前もって準備することは、時間に余裕ができ、忘れ物
　をしないようになることを知らせる。

□　仲間と一緒に食べることを楽しむ雰囲気をつくる。　
□　一緒に食べる人への配慮をさせる。
□　ごはんとおかずを交互に食べるよう指導する。
□　献立に応じて箸やスプーンが使えるよう指導する。
□　１食の適量を知らせる。　　　　　　　　　　　　　
□　野菜の栽培、収穫、調理を通して食への興味関心を高
　める。
□　食べ物が自然の中で生育したものであることを知り、
　食べ物への感謝の気持ちを育てる。

□　相手の顔を見て話を聞くように
　させる。
□　文字を正しくていねいに書くよ
　う指導する。
□　連絡帳を点検し、きちんと書か
　せる。
□　読書タイムの充実を図る。

□　あいさつや返事、ありがとう、ごめんなさいな
　ど適宜使う。
□　家庭・学校のきまりを守って行動する。
□　物や道具を大切に使う。
□　自分の持ち物などの整理ができ、前もって準備
　をする。

生活習慣 基本的生活習慣や集団でのルールやマナーを身に付けている児童

□　人の話を最後まで聞く。
□　文字を正確に書く。
□　自分で翌日の用具を準備する。
□　読書をする。

□　食事が終わるまで席について食べる。
□　ごはんとおかずを交互に食べる。
□　はしを正しく持って食べる。
□　適量を知り、残さないで食べる。

□　子どもと一緒に保護者自身が積極的にあいさつをする。
□　集団生活では、ルールが必要であることを知らせる。
□　物や道具には、作った人の気持ちが込められていると
　いうことを知らせ、親が物を大切に使う姿を見せる。
□　整理しやすいように環境を整え、前もって準備するこ
　とで、いかに時間に余裕ができるかを知らせる。

□　相手の顔を見て話を聞くようにさせる。
□　ノートを見てアドバイスをする。
□　準備ができているか点検する。
□　家族で読書の時間をもつ。

□　家族が一緒に会食し、マナーの手本を示し、根気よく
　しつけをする。
□　いろいろな食品を献立に取り入れ、味覚の発達や、食
　べられる食品を増やしていく。
□　主食とおかずをそろえた食
　事を用意する。
□　毎食野菜料理を作る。

□問い合わせ先　学校教育課�（４８）１１１１（内２０２）

学習習慣 興味をもって授業に参加する児童

食　育 食事のマナーに気を付け、食材に興味・関心をもって食事をする児童
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　大切な子育てを楽しい子育てとす
るために、一人で悩まずに子育て中
の仲間と一緒に話しあってみませんか。
と　き　第１回　６月２６日（木）午前１０時～　
　　　　第２回　１０月１６日（木）午前１０時～
　　　　（親子ふれあいひろばと同時開催）　
　　　　参加費無料
ところ　中央公民館本館１０３号室
講　師　知多家庭教育研究所
　　　　　家庭教育師　長田光世先生
内　容　講師の先生を迎え、親子で一緒に育児全般

についての話し合いをします。
　　　　　　○　育児に関する質問
　　　　　　○　育児についての相談
　　　　　　○　育児に関する情報交換
　　　　　　○　育児の心得　など
　　　　　　定　員　１０人
申し込み・問い合わせ先
　社会教育課
　�（４８）１１１１　（内２６２）
※　６月２６日開催分については６月１３日（金）までに

申し込みください。

参加者募集 

平成２０年度　乳幼児期家庭教育推進事業 

育児ふれあいトーク 育児ふれあいトーク 育児ふれあいトーク 

　平成２０年度リーダー研修会
　　「まちづくりとリーダー」

～こころをつなぐ生き方～
と　き　第１回　７月９日（水）
　　　　第２回　７月１６日（水）
　　　　いずれの日も午後７時から
　　　　参加費無料
ところ　中央公民館本館３０１号室
講　師　大智院住職　長谷川　実彰　氏
〈対象〉
　阿久比町在住、在勤者で
　　①　現在、団体やグループの指導者として活躍

されている方
　　②　これから指導者を目指される方
申込期限　６月２０日（金）
申込方法　所属団体名・住所・氏名・電話番号を社
　　　　　会教育課までお知らせください。
問い合わせ先　社会教育課　�（４８）１１１１（内２６２）

����������	

��������	
��
�������

　親子で健全なお金の使い方を考え

てみませんか。

□題　目

　ここが知りたい暮らしの経済
　（子どもの自立と金銭教育）

□日　時　６月２８日（土）
　午後２時～午後３時３０分

□場　所　
　阿久比町勤労福祉センター（エス
ペランス丸山）

□入場料　６００円

□主　催　知多友の会

□問い合わせ先　
　知多友の会　本田　早苗
　�０５６２（３２）２８５９

委　員　長　竹内　悟司
　　　　　（南部学区）
副委員長　新美　　明　　　松岡　詳子
　　　　　（東部学区）　　　（英比学区）
委　　員　竹内　晃一　　　坂部　俊光
　　　　　（英比学区）　　　（英比学区）
　　　　　竹内やよい　　　桑山　正己　　　佐野　欽也
　　　　　（草木学区）　　　（草木学区）　　　（草木学区）
　　　　　大森　直和　　　新美　智浩　　　新美　　香
　　　　　（南部学区）　　　（南部学区）　　　（南部学区）
 任期　平成２０年度～２１年度

体育指導委員とは
　スポーツ振興法の規定に基づいて町の委嘱を受け、町のス
ポーツの振興を図るため町民の皆さんがスポーツに親しむ機会
を提供したり、スポーツの実技指導その他スポーツ全般にわた
る活動をしています。
　地域・地区などでスポーツ指導や紹介を希望される団体・グ
ループの方は、気軽にご連絡ください。
□問い合わせ先　社会教育課　�（４８）１１１１（内２８０）

（敬称略）
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今
回
は
名
鉄
巽
ケ
丘
駅
付
近
か
ら
ス

タ
ー
ト
。
駅
は
知
多
市
地
内
。
県
道
名
古

屋
半
田
線
を
横
断
し
て
商
店
街
を
南
に
向

か
い
阿
久
比
町
に
入
る
。
境
界
は
県
道
か

ら
少
し
西
に
あ
る
細
道
に
続
き
、
民
家
の

敷
地
内
に
も
入
り
組
む
。

バ
ラ
や
パ
ン
ジ
ー
な
ど
民
家
の
庭
に
は

色
と
り
ど
り
の
美
し
い
花
が
咲
く
。
空
は

五
月
晴
れ
で
気
候
は
抜
群
だ
が
、
二
人
と

も
鼻
が
�
ぐ
じ
ゅ
ぐ
じ
ゅ
�
。
敏
感
な
私

た
ち
は
春
先
の
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
の
花
粉
に

代
わ
り
、
イ
ネ
科
の
花
粉
に
反
応
し
て
い

る
よ
う
だ
。「
ハ
ッ
ク
シ
ョ
ー
ン
」。「
何
か

冷
た
い
も
の
が
顔
に
飛
ん
で
き
ま
し
た

よ
」
と
友
人
が
嫌
な
顔
を
す
る
。「
ご
め
ん
。

ご
め
ん
。
外
だ
か
ら
開
放
感
い
っ
ぱ
い
で

お
も
い
っ
き
り
く
し
ゃ
み
が
し
た
く
て
ね
。

次
は
手
で
押
さ
え
る
よ
」。「
お
願
い
し
ま

す
よ
。
も
ー
」。

田
畑
が
広
が
る
。
水
田
に
は
等
間
隔
に

稲
が
植
え
ら
れ
る
。
目
の
前
の
畑
で
は
夏

野
菜
が
育
て
ら
れ
、
紫
色
し
た
ナ
ス
の
つ

る
が
支
柱
に
巻
き
付
く
。
季
節
は
春
か
ら

夏
へ
の
準
備
が
進
む
。

砂
利
道
を
歩
く
。
遠
く
に
幼
い
男
の
子

と
お
父
さ
ん
が
小
川
を
の
ぞ
き
込
む
姿
が

見
え
る
。
タ
モ
で
何
か
を
捕
ま
え
よ
う
と

し
て
い
る
。

二
人
に
近
づ
き
「
何
か
い
る
の
？
」
と

尋
ね
る
と
、
男
の
子
は
必
死
で
タ
モ
を
動

か
す
。
お
父
さ
ん
は
「
ヘ
ビ
が
い
た
ん
で

す
よ
。
こ
の
子
は
な
ぜ
だ
か
分
か
り
ま
せ

ん
け
ど
ヘ
ビ
が
大
好
き
な
ん
で
す
。
そ
う

だ
よ
な
あ
」。「
う
ん
」。
満
面
の
笑
み
を
浮

か
べ
な
が
ら
子
ど
も
は
う
な
ず
く
。　
「
頑

張
っ
て
捕
ま
え
た
ら
見
せ
て
よ
ね
」
と
友

人
は
男
の
子
を
激
励
し
て
い
た
が
、
ヘ
ビ

嫌
い
な
私
は
小
さ
な
声
で
「
じ
ゃ
あ
ね
」

と
恐
る
恐
る
手
を
振
っ
て
、
そ
の
場
か
ら

離
れ
た
。

険
し
い
道
を
進
む
。
ど
こ
へ
行
っ
て
も

雑
木
林
、
田
、
畑
ば
か
り
。
遠
回
り
を
し

て
知
多
市
の
佐
布
里
地
内
の
道
を
地
図
と

二
人
の
�
感
�
だ
け
で
歩
く
。

「
さ
っ
き
の
男
の
子
に
負
け
じ
と
、
ヘ

ビ
な
ら
ぬ
伝
説
の
生
き
物
�
ツ
チ
ノ
コ
�

で
も
探
し
ま
し
ょ
う
か
」
と
友
人
が
冗
談

の
つ
も
り
で
話
し
掛
け
て
き
た
。「
今
は
境

界
を
探
す
こ
と
が
最
優
先
だ
」。私
が
命
令

口
調
の
言
葉
を
返
す
と
、「
ラ
ジ
ャ
ー
。
分

か
り
ま
し
た
」。友
人
は
敬
礼
を
し
て
一
歩

後
ろ
に
下
が
る
。

何
と
か
阿
久
比
町
ま
で
戻
っ
て
来
た
。

二
人
と
も
鼻
水
ダ
ラ
ダ
ラ
で
体
調
が
優
れ

な
い
。
結
芽
木
橋
付
近
で
今
日
の
ぶ
ら
り

旅
を
終
え
る
こ
と
に
し
た
。「
ハ
ク
シ
ョ
ー

ン
」。鼻
に
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
詰
め
て
家
路
を

急
い
だ
。

知多市 

阿久比町 

半田市 

東浦町 

常滑市 

半田池 

屋郷池 

上長根池 

役場 

スタート地点 スタート地点 

結芽木橋付近

ヘビを捕まえようと夢中になる親子
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左
官
は
、
古
く
は
「
壁
大
工
」「
壁
塗

り
」と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。「
萩
左
官
」と

言
わ
れ
る
よ
う
に
、
萩
に
は
昔
か
ら
左
官

業
を
営
む
人
が
多
く
存
在
し
ま
し
た
。

　

大
正
時
代
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
は
、

左
官
の
仕
事
が
少
な
く
な
り
、
阿
久
比
町

に
定
住
し
て
左
官
の
仕
事
を
す
る
人
が
減

少
し
ま
し
た
。

　

左
官
の
修
行
は
学
校
を
卒
業
し
て
か
ら

十
二
歳
か
十
四
歳
で
弟
子
入
り
す
る
場
合

が
多
く
、
親
方
は
自
分
の
身
内
か
知
り
合

い
の
息
子
な
ど
身
元
の
し
っ
か
り
と
し
た

者
し
か
弟
子
に
取
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ

れ
は
「
棒
折
れ
」
と
言
わ
れ
る
年
季
が
明

け
る
ま
で
辛
抱
で
き
な
く
て
修
行
の
途
中

で
家
を
飛
び
出
す
人
が
い
て
は
困
る
た
め

で
す
。
阿
久
比
町
に
は
弟
子
を
取
る
よ
う

な
大
き
な
左
官
は
い
な
か
っ
た
の
で
、
よ

そ
の
地
で
修
行
す
る
場
合
が
多
か
っ
た
よ

う
で
す
。

　

弟
子
入
り
し
て
か
ら
一
年
か
ら
二
年
は

山
か
ら
持
っ
て
き
た
土
を
選
別
し
、
わ
ら

を
も
ん
で
土
を
混
ぜ
る
土
づ
く
り
を
行
い

ま
し
た
。
徐
々
に
荒
壁
塗
り
、
中
塗
り
、

横
松
大
工
に
萩
左
官
、宮
津
さ
か
ろ
く
」

〜
そ
の
二「
萩
左
官
」の
話
〜

上
塗
り
と
修
行
を
積
み
、
弟
子
入
り
か
ら

五
年
く
ら
い
で
一
応
仕
事
が
こ
な
せ
る
よ

う
に
な
る
と
、
年
季
が
明
け
ま
し
た
。

　

弟
子
の
生
活
は
親
方
の
家
に
寝
泊
り
し
、

お
金
は
小
遣
い
程
度
し
か
も
ら
え
ま
せ
ん

で
し
た
。
食
事
は
食
べ
さ
せ
て
も
ら
え
ま

す
が
「
兄
弟
子
よ
り
早
く
寝
る
な
」「
兄

弟
子
よ
り
早
く
起
き
ろ
」「
味
噌
汁
は
冷
た

く
な
っ
て
か
ら
食
べ
ろ
」
が
習
慣
と
な
っ

て
い
た
よ
う
で
す
。

　

次
回
は
「
宮
津
さ
か
ろ
く
」
に
つ
い
て

で
す
。　　
　
　
　
　
　

（
参
考　

阿
久
比
町
誌
資
料
編
八
） 左官道具

笑顔で講演する勅使川原さん

「遊び方教室」で工作を楽しむ親子

　生涯学習フェスティバルが中央公民館とふれあいの
森の会場で、５月 １７ 日と １８ 日の２日間開かれました。
　子どもから大人まで楽しく一日を過ごしてもらおう
と各体験コーナーが設けられ、親子で工作が楽しめる
「遊び方教室」「発明クラブコーナー」「傘アートコー
ナー」などに人気が集まっていました。
　第 ３６ 回文協まつりでは、文化協会のメンバーが日ごろ
の活動の成果を披露する場として、芸能大会や作品展示
などが行われました。

　１７ 日、ショートトラック・スピードスケート元五輪代
表の勅使川原郁恵さんの記念講演会が開かれました。　
　「街道てくてく旅」と題して、現役選手引退後にテレ
ビの旅番組の取材で出会った人との出会いやふれあい
について、会場に集まった約 ２２０ 人の参加者にユーモア
を交えながら話していました。「阿久比の皆さんの笑顔
で楽しい講演ができました」と最後を結んでいました。

��������������		

���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
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〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全へへへへへへへへへへへへへへへへへへへへ 確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかななななななななななななななななななななススススススススススススススススススススママママママママママママママママママママッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュ 保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（統統統統統統統統統統統統統統統統統統統統一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語））））））））））））））））））））
　一律控除８万円（すべての方が対象です）、障害者控除２７万円、
特別障害者控除４０万円、寡婦（夫）控除２７万円、特別寡婦（夫）控
除３５万円、 勤労学生控除２７万円、その他確定申告時に控除を受
けた医療費控除、雑損控除、小規模企業共済掛金控除の額

※　児童手当の制度改正があった場合は、内容が改正される場合があ
ります。

児
童
手
当
と
は 

　

児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
に
手
当
て

を
支
給
す
る
こ
と
で
家
庭
生
活
の
安
定

や
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
健
全
な

育
成
と
資
質
の
向
上
を
目
的
に
し
て
い

ま
す
。

支
給
対
象　
 

　

十
二
歳
到
達
後
最
初
の
三
月
三
十
一

日
ま
で
の
間
に
あ
る
児
童
（
小
学
校
修
了

前
の
児
童
）
を
養
育
し
て
い
る
方
に
支
給

さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
所
得
制
限
限
度
額
を

超
え
る
と
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

公
務
員
の
方
は
勤
務
先
が
請
求
場
所

に
な
り
ま
す
。

児童手当  児童手当  児童手当  児童手当  

「現況届」に必要なもの
☆印かん
☆受給者の健康保険被保険者証の写しなど
（国民健康保険に加入している方は不
要です）

☆平成 ２０ 年１月２日以降転入の方は、前住
所地の市町村役場発行の平成 ２０ 年度（平
成 １９ 年分）児童手当用所得証明書

☆養育する児童と別居している場合は、児
　童の世帯全員の住民票

6 月は児童手当の支給月です

支
給
額
と
時
期 

◇
三
歳
未
満
の
児
童

　

一
律
一
万
円
（
月
額
）

◇
三
歳
以
上
の
児
童

　

第
一
子　
　
　

五
千
円
（
月
額
）

　

第
二
子　
　
　

五
千
円
（
月
額
）

　

第
三
子
以
降　

一
万
円
（
月
額
）

　

原
則
と
し
て
毎
年
二
月
、六
月
、十
月
に

そ
れ
ぞ
れ
前
月
分
ま
で
を
支
給
し
ま
す
。

※　

今
回
は
平
成
二
十
年
二
月
分
か
ら
五

月
分
の
手
当
が
、
受
給
者
の
方
の
指
定

さ
れ
た
金
融
機
関
に
振
り
込
ま
れ
ま

す
。

現
況
届　
　
　
 

　

平
成
二
十
年
五
月
分
以
前
か
ら
支
給
を

受
け
て
い
る
方
に
は
、「
現
況
届
」
を
送

付
し
ま
す
。「
現
況
届
」
の
提
出
が
な
い
と
、

受
給
資
格
が
あ
っ
て
も
児
童
手
当
の
支
給

が
停
止
さ
れ
ま
す
。
早
急
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

□
提
出
期
間　

六
月
二
日（
月
）〜
三
十

　

日（
月
）（
土
曜
・
日
曜
日
を
除
く
）

□
提
出
場
所　

役
場
住
民
福
祉
課

問い合わせ先 
住民福祉課 
fl（４８）１１１１ 
（内２２６） 

��������
�������		
�

※扶養親族数、所得額ともに平成１９年分で判定します。

厚生年金などの方国民年金の方
控除対象配偶者
および扶養親族数

５ ３ ２ 万円４ ６ ０ 万円０　人

５ ７ ０ 万円４ ９ ８ 万円１　人

６ ０ ８ 万円５ ３ ６ 万円２　人

６ ４ ６ 万円５ ７ ４ 万円３　人

６ ８ ４ 万円６ １ ２ 万円４　人

７ ２ ２ 万円６ ５ ０ 万円５　人

　平成１９年分源泉徴収票の「給与所得控除後の金額」欄または、
平成１９年分所得税確定申告書の「所得金額の合計」欄の額から
下の金額を差し引いた額が上表の額未満であれば手当が支給さ
れます。
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　　『危険物安全週間』は平成２年消防庁が制定し、毎年６月の第２週（日曜日から土曜日までの１週間）に
　各種行事が実施されます。
■期　間
　６月８日（日）～６月 １４ 日（土）
■目　的
　石油類をはじめとする危険物は、事業所などで幅広く利用され、私たちの生活に深く浸透し、その安全確保
の重要性は増大しています。事業所で自主保安体制の確立を呼び掛け、危険物に対する意識の高揚と啓発を図
ることを目的にしています。
■身近な危険物
　私たちの生活の中で危険物は、ガソリン・灯油・軽油といった自動車用・暖房用燃料をはじめ、化粧品、医
療品などに含まれています。危険物は、私たちの生活に無くてはならない身近で便利なものとなっていますが、
一つ取り扱いを間違えると一瞬にして大事故につながります。正しい知識を持ち、正しい取り扱いをしてくだ
さい。
■火災予防上の注意事項
　◇　付近で火気を使用しない。
　◇　容器は地震などで容易に転倒、転落しないような措置をする。
　◇　風通しのよい場所で保管。
　◇　蒸気の発散を防ぐためにふたは必ず密栓する。
□問い合わせ先　知多中部広域事務組合消防本部防災課　�（２１）１４９１
　メールアドレス　 yobou119@cac-net.ne.jp
　ホームページ　http://www.cac-net.ne.jp/̃chitachu/

危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危 険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険 物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物 安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安 全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全 週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週 間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間危 険 物 安 全 週 間
〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全へへへへへへへへへへへへへへへへへへへへ 確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかななななななななななななななななななななススススススススススススススススススススママママママママママママママママママママッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュ 保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（統統統統統統統統統統統統統統統統統統統統一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語））））））））））））））））））））〈安全へ　確かなスマッシュ　保守点検〉（統一標語）

　２市２町（阿久比
町、大府市､豊明市､
東浦町）で構成して
いる、東部知多衛生
組合の財政状況を、
東部知多衛生組合財
政状況の公表に関す
る条例に基づき、平
成１９年１０月１日 か ら 平
 成２０年３月３１日 ま での
財政状況を公表しま
す。
　なお、科目別の比
率については右記の
とおりです。

組合債の現在高

 現　　在　　高借　　入　　先 現　　在　　高目　　　　　　　　的

１５億７,５７６万円財　　　務　　　省１億４,４８５万円余 熱 利 用 施 設 整 備 事 業 債

１５億７,５７６万円計１０億７,３８７万円し 尿 処 理 施 設 整 備 事 業 債

３億３,４１１万円排ガス高度処理施設整備事業債

１,４９４万円ごみ処理施設災害復旧事業債

８００万円余熱利用施設災害復旧事業債

１５億７,５７６万円計

□問い合わせ先
　東部知多衛生組合　�０５６２（４６）８８５５

一般会計予算執行状況（平成２０年３月３１日現在）

歳　　　　　　　　　　　出歳　　　　　　　　　　　入

執行率（％）支出済額予算現額科　目執行率（％）収入済額予算現額科　　目

９６.５１２８万円１３３万円 議　会　費１００.０１７億３,４９６万円１７億３,４９６万円分担金及
び負担金

８７.２５,２１２万円５,９７６万円総　務　費９１.９１億７,２１９万円１億８,７３１万円使用料及
び手数料

７０.０９億３,００９万円１３億２,８６６万円衛　生　費９３.１３,０５０万円３,２７７万円財産収入

１００.０５億７,３２７万円５億７,３２７万円公　債　費１００.０１,６０１万円１,６０１万円繰　越　金

０.００１,０００万円予　備　費１１０.７２１８万円１９７万円諸　収　入

７８.９１５億５,６７６万円１９億７,３０１万円歳出合計９９.１１９億５,５８４万円１９億７,３０１万円歳入合計

東部知多衛生組合の財政状況

建物　１５,７７３.６１�
土地　６１,１３９.０６�

組　合　財　産
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町
で
は
、
清
潔
で
快
適
な
暮
ら
し
の
推

進
と
環
境
整
備
の
た
め
、
公
共
下
水
道
事

業
を
計
画
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
す
で
に

東
部
、
植
大
、
高
根
台
、
椋
岡
、
阿
久
比
、

卯
之
山
、
坂
部
、
白
沢
南
、
白
沢
北
、
白

沢
西
処
理
分
区
で
供
用
開
始
を
し
て
い
ま

す
。

　

下
水
道
は
宅
内
か
ら
出
た
汚
水
を
下
水

道
へ
流
す
た
め
の
「
排
水
設
備
」
を
皆
さ

ん
に
設
置
し
て
も
ら
い
、
下
水
道
へ
接
続

し
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
生
活
環
境
の
向

上
と
い
う
下
水
道
の
機
能
を
発
揮
で
き
ま

せ
ん
。

　

供
用
開
始
区
域
の
皆
さ
ん
に
は
、
で
き

る
だ
け
早
期
に
下
水
道
へ
の
接
続
に
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

 
排
水
設
備
工
事
は
指
定
工
事
店
で

　

下
水
道
指
定
工
事
店
と
は
、
下
水
道
に

関
す
る
法
律
や
条
例
の
基
準
に
あ
っ
た
排

水
設
備
工
事
を
施
工
す
る
た
め
に
必
要
な

技
術
を
習
得
し
て
、
工
事
に
必
要
な
手
続

き
を
皆
さ
ん
に
代
わ
っ
て
行
う
こ
と
が
で

き
る
、
町
が
指
定
し
た
業
者
で
す
。

　

ス
ム
ー
ズ
に
排
水
設
備
工
事
を
行
う
た

め
に
、
下
水
道
指
定
工
事
店
制
度
を
採
用

し
て
い
ま
す
。

　

排
水
設
備
工
事
を
行
う
際
は
、
必
ず
指

定
工
事
店
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

 
排
水
設
備
工
事
の
手
順

①　

工
事
の
見
積
も
り
依
頼

　

皆
さ
ん
が
直
接
、
指
定
工
事
店
に
工
事

の
見
積
も
り
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

↓
②　

現
地
調
査
・
見
積
も
り

　

指
定
工
事
店
は
測
量
な
ど
の
現
地
調
査

を
し
、
排
水
設
備
工
事
の
見
積
も
り
を
し

ま
す
。

　
　
　
　
　

↓

③　

工
事
依
頼

　

皆
さ
ん
は
見
積
書
を
確
認
の
上
、
工
事

を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

↓

④　

工
事
の
計
画
確
認
申
請

　

指
定
工
事
店
は
、
排
水
設
備
な
ど
計
画

確
認
申
請
書
を
作
成
し
町
へ
提
出
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

↓

⑤　

確
認
書
の
交
付

　

町
は
、
排
水
設
備
の
構
造
な
ど
内
容
を

審
査
し
、
確
認
書
を
交
付
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

↓

⑥　

工
事
の
着
手
・
完
了

　

指
定
工
事
店
は
工
事
の
施
工
を
し
ま
す
。

工
事
は
通
常
二
日
〜
七
日
程
度
で
完
了
し

ま
す
。

　
　
　
　
　

↓

⑦　

工
事
完
了
届

　

指
定
工
事
店
は
工
事
が
完
了
す
る
と
排

水
設
備
工
事
完
了
届
と
下
水
道
使
用
開
始

届
を
町
へ
提
出
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

↓
⑧　

工
事
の
完
了
検
査

　

工
事
が
完
了
す
る
と
町
は
工
事
完
了
検

査
を
実
施
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

↓

⑨　

検
査
済
証
の
交
付

　

検
査
に
合
格
す
る
と
町
は
検
査
済
証
を

交
付
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

↓

⑩　

工
事
費
の
支
払
い

　

皆
さ
ん
は
指
定
工
事
店
の
請
求
に
よ
り
、

工
事
費
の
支
払
い
を
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

↓

⑪　

使
用
料
の
支
払
い

　

完
了
検
査
終
了
後
、
町
は
二
カ
月
ご
と

に
下
水
道
使
用
料
を
請
求
し
ま
す
。

 
下
水
道
使
用
の
ル
ー
ル

　

下
水
道
に
は
何
で
も
流
し
て
い
い
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
以
外
の
水
に
溶
け
に
く
い
紙
や
て
ん

ぷ
ら
油
な
ど
の
油
脂
類
、
野
菜
く
ず
な
ど

の
生
ゴ
ミ
を
下
水
道
に
流
す
と
本
管
の
つ

ま
り
の
原
因
に
な
り
ま
す
の
で
絶
対
に
流

さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

飲
食
店
・
事
業
所
で
は
設
置
さ
れ
て
い

る
グ
リ
ー
ス
阻
集
器
な
ど
の
阻
集
器
を
定

期
的
に
清
掃
し
て
く
だ
さ
い
。

  
草
木
処
理
分
区
の

  
工
事
説
明
会
を
行
い
ま
す

　

草
木
処
理
分
区
の
工
事
説
明
会
を
八
月

初
旬
に
行
い
ま
す
。
対
象
の
方
に
は
七
月

中
旬
に
案
内
文
書
を
送
付
し
ま
す
。
説
明

会
へ
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

上
下
水
道
課
下
水
業

務
係
・
下
水
工
務
係

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
３
５
０
・
３

５
１
・
３
５
２
）

家庭内の排水設備 家庭内の排水設備 

雨
水
升 

汚
水
升 

汚
水
升 

汚
水
升 

公
共 

汚
水
升 公

共 

下
水
道 

町、工事施工 
維持管理 

使用者 
工事施工 
維持管理 

排水設備 

境
　
界 

 

側溝 公道 

　私たちが毎日生活のために使う水
（台所・風呂・水洗便所・洗濯な
ど）は、下水となってパイプを通り、
公共下水道本管へ流れこみます。 
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　　 阿久比町下水道指定工事店（５０音順） 
電話番号（連絡先）所在地指定工事店

０５６９ - ４８ -  ８３９８阿久比町大字植大字東案留 １６ 番地９アイセイ工業

０５６２- ３３- ８５１８東海市高横須賀町五丁目 １１４ 番地㈲愛地エンジニアリング

０５６９- ２６- ２２２６半田市向山町二丁目 ２５ 番地㈲愛知テクノス

０５６９- ４８- ３５９４阿久比町大字草木字末広 ２２ 番地㈱アグメント

０５６２- ５５- ２５６９知多市梅が丘一丁目 １８ 番地㈱阿知波設備

０５６９- ４７- ０９００阿久比町大字草木字栄 １３ 番地㈲アドバンス

０５６２- ５６- ２８０６知多市つつじが丘三丁目 １５ 番地３阿南設備

０５６２- ３３- ２３８３東海市養父町里中９番地１㈱板倉設備

０５６９- ４９- ２２０８阿久比町大字矢高字西の台 ３３ 番地内伊藤システム

０５２- ８０１- １３８７名古屋市天白区植田西二丁目 ４０７ 番地㈱稲熊水道

０５６９- ４８- ０３９８阿久比町大字草木字栄 ８６ 番地ウイング　マルヤマ

０５６９- ４８- ３４０１阿久比町大字卯坂字小谷 １３０ 番地瑛特土木㈱

０５６６- ４１- ２６６６碧南市港本町４番地 ２１大浜燃料㈱

０５６２- ３２- １４６４東海市高横須賀町町新田 ３６ 番地８㈱オームラ組

０５６２- ５７- ６７３４東海市加木屋町泡池 １１ － １３１㈲岡田建設

０５６９- ４８- １９８１阿久比町大字白沢字二反ノ田 ３９ 番地１㈱岡戸組

０５６９- ２３- ６２８０半田市宮本町三丁目 ２０８ 番地１㈲片桐浴槽店

０５６９- ４８- ０８１５阿久比町大字宮津字堂道 １２ 番地カツヤマ建設㈱

０５６９- ２７- ７８３８武豊町字壱町田 １１９ 番地１㈲加藤建設

０５６９- ４８- ０５９３阿久比町大字横松字宮前 ７３ 番地１㈱加藤建設知多営業所

０５６９- ４３- ８３３２常滑市蒲池町五丁目 １０ 番地１㈲菅野設備工業

０５６９- ４８- ５３１４阿久比町大字卯坂字梅ケ丘 １５０ 番地菊水建設㈱

０５６９- ４８- １１４７阿久比町大字卯坂字梅ケ丘 １５０ 番地㈱キクテック

０５２- ７５１- ２００４名古屋市千種区高見一丁目 １８ 番９号協立設備工業㈱

０５６９- ４８- ０５００阿久比町大字草木字中郷 ８２ 番地㈱倉建

０５６２- ８４- ０９９０東浦町大字石浜字平鳥 ５３ 番地２黒木水道設備

０５６２- ４８- ３３４４大府市共西町七丁目 ３６０ 番地㈱光栄設備

０５６９- ２８- ６０５７半田市横川町二丁目 ６７ 番地コスモ水道設備㈲

０５６９- ２３- １８５１半田市乙川西ノ宮町一丁目 １５ 番地１さくら設備

０５６２- ５５- ３２３１知多市岡田字海渡 ６６ 番地㈱佐藤実業

０５６９- ４８- ２４０７阿久比町大字板山字平成 ５９ 番地沢田設備

０５６９- ２８- ６７５７半田市西大矢知町四丁目 １０５ 番地㈲サンセイ建設

０５６９- ２８- ２４６４半田市亀崎町九丁目 １２３ 番地８三和㈱

０５６２- ８４- ４８０７東浦町大字生路字西畑 １３ 番地１㈲セイワ設備工業

０５２- ７７２- ２４１１名古屋市守山区四軒家二丁目 ６０９ 番地積和建設東名㈱

０５２- ４１２- ４２２１名古屋市中川区横前町 ８１ 番地双伸工業㈱

０５６９- ２８- ５８９０半田市大高町三丁目 １０１ 番地 ２６ダイエー設備

電話番号（連絡先）所在地指定工事店

０５２- ６８１- ６０１９名古屋市熱田区古新町二丁目 ７３ 番地２ダイスイ設備㈱

０５６２- ３３- ２１１１東海市加木屋町石田１番地２武一㈱

０５６９- ２３- ２６４０半田市花園町二丁目 １２ 番地 ２３㈲竹内設備工業

０５６９- ４８- ７６７１阿久比町大字草木字膝ケ根 ４８ 番地竹徳設備工業所

０５６２- ３４- ９２０３知多市南巽が丘二丁目 １９３ 番地㈱たつみ

０５６９- ２２- １１９９半田市彦洲町一丁目 ２２８ 番地３知多設備㈱

０５６９- ３４- ８１８７常滑市鯉江本町五丁目 １４０ 番地 名鉄常滑 ﾋﾞﾙ４０１ 号室㈲知多ホーム

０５６９- ３２- ３３１８半田市瑞穂町五丁目５番 ２１㈲東海維持管理興業

０５６２- ３４- ５６００東海市加木屋町留木４番地１東福㈱

０５６２- ８３- ３８８０阿久比町大字横松字月見ケ丘 １０ 番地トーエイ㈱

０５６９- ２６- １５３１半田市岩滑中町五丁目１ ２４ 番地トーシン

０５６９- ２９- ２２６７半田市亀崎町四丁目 １９３ 番地㈲トービックス

０５６２- ３４- ９２３２東浦町大字緒川字西釜池５番地 １５中川設備工業㈱

０５２- ５２４- ３３３４
０５２-６０３- ５０６６東海市荒尾町藤左ェ門起１－１中西設備

０５６９- ３５- ６６６０常滑市古場町二丁目 ３５ 番地㈲ナカノ

０５６９- ４８- １６２５阿久比町大字横松字前田 １５ 番地１㈲浪岡設備

０５６２- ３２- ０５６７東海市加木屋町畑尻 ３３ 番地㈲西本ポンプ店

０５６９- ４８- １４５６阿久比町大字矢高字五反田 １６ 番地１日道工業㈱

０５６９- ２８- ４１４１半田市南大矢知町二丁目 ４６ 番地 ２４日星設備㈱

０５２- ６０３- ２５０１東海市中央町五丁目 ２４ 番地㈱日東土木

０５６９- ４８- ０２０１阿久比町大字植大字大野崎 ３１ 番地１早川水道㈱

０５６９- ４２- ０５７５常滑市大野町五丁目 １７ 番地㈲早川ポンプ店

０５６２- ８３- ４１８４東浦町大字藤江字柳牛 ２８ 番地１東浦土建㈱

０５６９- ４８- ５２６４阿久比町大字草木字峯畑 ６３ 番地㈲東丘

０５６２- ３３- ９０１７東海市大田町上浜田 ６１ 番地４㈲秀建

０５６９- ２７- ７８９８半田市平井町三丁目 １８ 番地１㈱富士総合設備事務所

０５６９- ２１- ７２９４半田市宮本町三丁目 ２１１ 番地 １１本部住宅機器㈱

０５６９- ２１- ５０８７半田市協和町二丁目 １１５ 番地松川設備工業㈱

０５６９- ３５- ２３８０常滑市栄町七丁目 １１５ 番地㈲マルイワ工業所

０５６２- ３４- ９２２１知多市原二丁目 １０ 番地 ２１丸セ伊藤水道

０５６９- ４８- ０１３５阿久比町大字植大字東山ノ手６番地１㈲丸竹鉄工所

０５６９- ４８- ０９２７阿久比町大字草木字伯父ケ脇５番地㈱マルヤマ

０５２- ７８２- ２２６０名古屋市名東区一社三丁目 ９７ 番地１㈱三学エンジニア

０５６９- ４８- ２５２９阿久比町大字植大字大野崎 ２８ 番地８㈱山本工事

０５６９- ４８- ０７９７阿久比町大字板山字比沙田 ５７ 番地㈲山本水道設備

０５６９- ２７- ５８６３半田市板山町十五丁目 １６８ 番地山本粘土建設㈱
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�□
勤
務
場
所　

役
場
保
険
課

□
勤
務
内
容　

保
険
事
務
の
補
助

□
募
集
人
員　

一
人

□
勤
務
期
間　

　

七
月
一
日
〜
八
月
三
十
一
日

□
勤
務
時
間　

月
曜
日
〜
金
曜
日

　

午
前
九
時
〜
午
後
三
時

□
賃　
　

金　

七
百
五
十
円
（
時
間
給
）

　

交
通
費　

月
二
千
円
（
二
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
以
上
）

□
応
募
資
格　

健
康
で
パ
ソ
コ
ン
の
操
作

が
で
き
る
方
で
満
六
十
四
歳
以
下
の
方

□
試　

験　
　

　

六
月
二
十
五
日（
水
）面
接
試
験

□
提
出
書
類

　

履
歴
書
（
市
販
の
も
の
・
写
真
添
付
）

□
申
込
期
限　

六
月
二
十
日（
金
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

保
険
課
医
療
年
金
係

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
１
５
）

�□
勤
務
場
所　

町
立
北
原
保
育
園

□
勤
務
内
容

・
指
定
休
・
代
休
対
応
保
育
士

（
午
前
八
時
半
〜
午
後
四
時
半
）

・
延
長
保
育
対
応
保
育
士

（
月
曜
日
〜
金
曜
日　

午
後
三
時
半
〜
午

後
七
時
）

□
募
集
人
員　

若
干
名

□
勤
務
期
間　

採
用
日
〜
平
成
二
十
一
年

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



�

�

�

�

�

�

�

	

三
月
三
十
一
日

□
賃　

金　

千
円
（
時
間
給
）

　

交
通
費　

月
二
千
円
（
二
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
以
上
）

□
応
募
資
格　

保
育
士
資
格
の
あ
る
方
で

満
六
十
四
歳
以
下
の
方

□
提
出
書
類

　

履
歴
書
（
市
販
の
も
の
・
写
真
添
付
）、

保
育
士
証
の
写
し

□
申
込
期
限　

六
月
二
十
日（
金
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

住
民
福

祉
課　

�（
４
８
）１
１
１
１（
内
３
０
１
）

�□
職　

種　

国
家
公
務
員
採
用 
Ⅲ 
種
（
税

務
）
試
験

□
受
験
資
格　

昭
和
六
十
二
年
四
月
二
日

〜
平
成
三
年
四
月
一
日
に
生
ま
れ
た
方

□
申
込
期
間　

　

六
月
二
十
四
日（
火
）〜
七
月
一
日（
火
）

□
試
験
日

　

第
一
次
試
験　

九
月
七
日（
日
）

　

第
二
次
試
験　

十
月
十
六
日（
木
）〜
十

月
二
十
三
日（
木
）の
間
に
指
定
す
る
日

□
問
い
合
わ
せ
先　

名
古
屋
国
税
局
人
事

第
二
課
試
験
係　

�
０
５
２（
９
５
１
）

３
５
１
１
（
内
３
４
５
０
）　

国
税
庁

Ｈ
Ｐ
（http://w

w
w
.nta.go.jp

）

�
　

愛
知
県
立
半
田
養
護
学
校
で
は
、
園
や

学
校
生
活
に
な
じ
め
な
い
、
学
習
に
集
中

で
き
な
い
な
ど
、
子
ど
も
の
成
長
や
発
達

�

�

�

�

�

�

�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�



に
関
す
る
疑
問
や
不
安
・
悩
み
に
つ
い
て

一
緒
に
話
し
合
い
、
安
心
し
て
子
ど
も
を

育
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
相
談
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

□
日　

時　

毎
週
火
曜
日
・
金
曜
日
（
祝

日
を
除
く
）
午
後
一
時
半
〜
午
後
五
時

□
場　

所　

半
田
市
福
祉
文
化
会
館
（
雁

宿
ホ
ー
ル
）、
岩
滑
小
学
校
、
武
豊
小
学

校
□
内　

容　

学
校
や
家
庭
で
の
生
活
、
就

学
、
進
路
な
ど
の
相
談

□
対　

象　

知
多
半
島
に
在
住
で
、
子
ど

も
の
成
長
や
発
達
に
つ
い
て
不
安
や
悩

み
の
あ
る
方

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

愛
知
県
立
半
田
養
護
学
校
ふ
れ
あ
い
相

談
部　

�（
２
７
）７
０
６
１

�
　

義
務
教
育
で
使
用
さ
れ
て
い
る
教
科
書

は
通
常
四
年
ご
と
に
採
択
替
え
が
行
わ
れ

ま
す
。

　

平
成
二
十
年
度
は
平
成
二
十
一
年
度
か

ら
使
わ
れ
る
小
学
校
用
教
科
書
の
採
択
替

え
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
高
等
学
校
で
使
用
さ
れ
て
い
る

教
科
書
は
、
各
高
等
学
校
で
毎
年
選
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

愛
知
県
教
育
委
員
会
で
は
、
教
科
書
採

択
の
調
査
研
究
に
役
立
て
て
も
ら
い
、
皆

さ
ん
に
教
科
書
に
対
す
る
理
解
や
関
心
を

深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
六
月
十
一
日

（
水
）か
ら
七
月
五
日（
土
）ま
で
県
内
二
十

一
カ
所
の
教
科
書
セ
ン
タ
ー
で
教
科
書
展

�

�

�

�

�

�

�

	




示
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

障
害
の
あ
る
児
童
生
徒
の
た
め
の
教
科

書
や
一
般
図
書
に
つ
い
て
は
、
愛
知
県
総

合
教
育
セ
ン
タ
ー
で
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

展
示
会
場
に
は
投
書
箱
を
用
意
し
ま
す

の
で
、
教
科
書
に
対
す
る
意
見
や
要
望
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

知
多
地
区
の
教
科
書
セ
ン
タ
ー
は
次
の

二
カ
所
で
す
。

◇
東
海
教
科
書
セ
ン
タ
ー

　

東
海
市
立
教
員
研
修
セ
ン
タ
ー
内

　

�
０
５
６
２（
３
１
）０
２
３
０

　

時
間　

午
前
九
時
〜
午
後
四
時

◇
武
豊
教
科
書
セ
ン
タ
ー

　

武
豊
町
立
図
書
館
内

　

�（
７
３
）６
８
０
０

　

時
間　

午
前
九
時
〜
午
後
四
時

□
問
い
合
わ
せ
先　

学
校
教
育
課

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
０
２
）

行
政
協
力
員
と
青
少
年
健
全
育
成

地
区
推
進
員
の
変
更
に
つ
い
て

　

次
の
と
お
り
変
更
が
あ
り
ま
し
た

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

青
少
年
健
全
育
成
地
区
推
進
員

○
メ
イ
ツ
巽
ヶ
丘
地
区
推
進
員

　

熊
澤　

功
さ
ん

行政協力員

メイツ巽ヶ丘

田
吹　

哲
郎
さ
ん

�（
４
８
）５
３
９
２
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�
　

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
ん
ど
で
は
、

障
害
の
あ
る
方
が
気
軽
に
参
加
で
き
る
創

作
活
動
の
イ
ベ
ン
ト
を
、
ア
ト
リ
エ
Ａ
ｎ

ｄ
ａ
ｎ
ｔ
ｅ
（
あ
ん
だ
ん
て
）
と
の
共
同

企
画
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

□
日　

時　

六
月
二
十
一
日（
土
）午
前
十

時
〜
正
午

□
場　

所　

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
あ

ん
ど　

元
浜
事
業
所
（
東
海
市
元
浜
町

　

）
１０

□
内　

容　

紙
を
使
い
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

壁
飾
り
を
作
り
ま
す
。

□
対
象
者

　

身
体
障
害
、
知
的
障
害
、
精
神
障
害
の

あ
る
方
お
よ
び
障
害
の
あ
る
児
童

□
参
加
費　

四
百
円

□
定　

員　

十
人
（
先
着
順
）

□
応
募
期
間　

六
月
十
日（
火
）〜
六
月
十

九
日（
木
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
ん
ど
元
浜

事
業
所

　

�
０
５
６
２
（
３
９
）
２
７
７
８

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

shien@
vanilla.ocn.ne.jp

�
　
「
ワ
ー
ク
」
は
国
・
県
か
ら
の
委
託
を
受

け
て
、
障
害
の
あ
る
方
の
就
業
な
ど
の
相

談
や
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

□
時　

間　

月
曜
日
〜
金
曜
日　

午
前
九

�

�

�

�

�

�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�

�
�
��

�
�
�
�
	


�
�


�
�

時
〜
午
後
六
時
（
予
約
い
た
だ
け
れ
ば
、

そ
の
他
の
時
間
で
も
可
能
で
す
）

□
場　

所

　

知
多
地
域
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー
（
東
浦
町
大
字
緒
川
字
寿
久
茂

１
２
９
）

※　

半
田
公
共
職
業
安
定
所
内
で
も
毎
月

第
一
・
第
三
木
曜
日
の
午
後
二
時
〜
午

後
四
時
に
相
談
会
（
予
約
制
）
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
　

役
場
、
相
談
支
援
事
業
所
な
ど
を
通

じ
て
、
相
談
い
た
だ
い
て
も
構
い
ま
せ

ん
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

知
多
地
域
障
害
者
就

業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー　

ワ
ー
ク　

　

�
０
５
６
２（
３
４
）６
６
６
９

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
５
６
２（
３
４
）６
６
１
８

　

E‐M
ailw
ork@

aikouen.jp

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
1
5
.ocn.ne.jp/̃life1

9
97/gaiyou/w

ork/w
ark00.htm

��
�
�
�
�
�
�
	



�

�

�

�

�

�

�

　

精
神
ま
た
は
知
的
、
身
体
に
障
害
（
肢

体
不
自
由
）
が
あ
る
方
で
、
パ
ソ
コ
ン
の

経
験
者
を
対
象
に
し
た
技
術
獲
得
の
た
め

の
講
座
で
す
。

□
日
時
・
場
所

□
内　

容　

①
エ
ク
セ
ル
、
ワ
ー
ド
の
活

用
②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
な
ど

□
申
込
期
間　

六
月
二
日（
月
）〜
十
日

（
火
）（
日
曜
日
を
除
く
）

□
定　

員　

八
人
（
予
約
制
で
先
着
順
）

□
参
加
費　

無
料
（
資
料
費
は
実
費
と
な

り
ま
す
）

□
後　

援　

東
海
市
、
知
多
市
、
東
浦
町

阿
久
比
町

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

障
が
い
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
（
元
浜

事
業
所
）　

�
０
５
６
２（
３
９
）２
７

７
３

�
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
知
多
地
域
成
年
後
見
セ
ン

タ
ー
で
は
、
認
知
症
の
高
齢
者
、
知
的
障

害
や
精
神
障
害
で
判
断
能
力
が
不
十
分
な

方
の
権
利
や
財
産
を
守
る
「
成
年
後
見
制

度
」
の
普
及
、
啓
発
の
た
め
の
講
座
を
開

催
し
ま
す
。

□
日　

時

　

六
月
二
十
七
日
〜
八
月
一
日
の
毎
週
金

曜
日（
全
六
回
）　

午
後
一
時
半
〜
午
後

三
時
半

□
場　

所　

半
田
市
雁
宿
ホ
ー
ル
（
社
会

適
応
訓
練
室
）

□
定　

員　

三
十
人
（
先
着
順
）

□
受
講
料　

千
円
（
資
料
代
）

□
内　

容

　

一
日
目　

成
年
後
見
概
論

　

二
日
目　

高
齢
者
・
障
害
者
の
権
利
侵

害
の
現
状

　

三
日
目　

法
定
後
見
の
申
し
立
て
手
続

き

　

四
日
目　

任
意
後
見
制
度

　

五
日
目　

財
産
管
理
と
身
上
監
護

　

六
日
目　

後
見
人
の
実
務

　
　
　
　
　

成
年
後
見
制
度
の
今
後

□
講　

師

　

弁
護
士
、
司
法
書
士
ほ
か

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

六
月
二
十
五
日
（
水
）
ま
で
に
電
話
で

知
多
地
域
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
半
田
後

見
事
務
所
へ　

�（
２
１
）０
８
１
１

�
�
�
�
�
�
�
	
�

�

�

�

�

�

�

�

Information

場　所時　間日にち

障がい者総合支援セ
ンター（元浜事業所）
東海市元浜町１０

午後２時～午後４時６月１６日（月）

午後２時～午後４時６月１７日（火）

午後２時～午後４時６月２０日（金）

午後２時～午後４時６月２１日（土）

午後２時～午後４時６月２３日（月）

午後２時～午後４時６月２４日（火）
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お知らせ  
InformationInformation

�
　

半
田
消
防
署
で
は
、
応
急
手
当
普
及
員

講
習
を
開
講
し
ま
す
。

　

会
社
や
地
域
防
災
会
で
普
通
救
命
講
習

を
指
導
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

□
日　

時　

八
月
三
日
、
十
日
、
十
七
日

午
前
八
時
半
〜
午
後
五
時
十
五
分
（
三

日
間
す
べ
て
受
講
し
て
く
だ
さ
い
）

□
場　

所　

半
田
消
防
署
三
階
講
堂

□
対　

象　

半
田
市
、
阿
久
比
町
、
武
豊

町
、
東
浦
町
に
在
住
ま
た
は
在
勤
の
方

□
定　

員　

二
十
人

□
受
講
料　

無
料

□
そ
の
他　

事
前
に
各
自
で
テ
キ
ス
ト

（
三
千
三
百
六
十
円
）
の
購
入
が
必
要

で
す
。

□
申
込
期
間　

六
月
一
日
〜

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

知
多
中

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



部
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部
半
田
消
防

署　

�（
２
１
）１
４
９
２

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.cac

‐ net.ne.jp/̃chitachu/

�
　

半
田
消
防
署
で
は
、
救
命
講
習
を
開
講

し
ま
す
。

　

救
命
の
た
め
の
応
急
手
当
や
Ａ
Ｅ
Ｄ

（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
の
使
い
方
の

講
習
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
と
は
、
け
い
れ
ん
し
た
心
臓
に

電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
る
も
の
で
す
。

□
日
時
・
場
所
・
定
員

・
七
月
九
日（
水
）

　

午
後
一
時
半
〜
午
後
四
時
半

　

半
田
消
防
署
（
定
員
三
十
人
）

・
七
月
十
九
日（
土
）

　

午
後
一
時
半
〜
午
後
四
時
半

　

半
田
消
防
署
成
岩
出
張
所
（
定
員
二
十

人
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

知
多
中

部
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部
半
田
消
防

署　

�（
２
１
）１
４
９
２

※　

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.cac

‐ net.ne.jp/̃chitachu/

�平
成　

年
度
第
二
回
・
三
回

２０

危
険
物
取
扱
者
試
験

□
試
験
日
な
ど

　

第
二
回

�
�
�
�
�
�
�
	



�

�

�

�

�

�

�

	

�

�

�

�

�

�

�

	

　

七
月
十
三
日（
日
）　

一
般
対
象
、
全
種

類

　

第
三
回

　

七
月
二
十
日（
日
）　

高
校
生
対
象
、
乙

種
第
４
類
・
丙
種

□
試
験
場
所

　

名
古
屋
市
内
な
ど

□
受
付
期
間

　

六
月
九
日（
月
）〜
六
月
十
七
日（
火
）

□
試
験
手
数
料

　

甲
種　

五
千
円
、
乙
種　

三
千
四
百
円
、

　

丙
種　

二
千
七
百
円

※　

支
払
い
は
、
受
験
願
書
に
同
封
の
郵

便
振
込
み
用
紙
で
お
願
い
し
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先

　

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

　

�
０
５
２（
９
６
２
）１
５
０
３

　

知
多
中
部
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部
防

災
課　

�（
２
１
）１
４
９
１

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

http://w
w
w
.cac

‐ net.ne.jp/̃chitachu/

平
成　

年
度
第
二
回

２０

危
険
物
取
扱
者
試
験
予
備
講
習
会

□
講
習
日
時

　

六
月
二
十
日（
金
）

　

午
前
九
時
半
〜
午
後
四
時
半

□
講
習
会
場　

南
知
多
総
合
体
育
館

□
講
習
内
容　

乙
種
第
４
類
対
象

□
受
付
期
限　

六
月
十
九
日（
木
）

□
講
習
費
な
ど

　

受
講
料　

四
千
円

　

テ
キ
ス
ト
代　

四
千
円

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

　

知
多
中
部
広
域
事
務
組
合
消
防
本

　

部
防
災
課　

�（
２
１
）１
４
９
１

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.cac

‐ net.ne.jp/̃chitachu/

�□
講
習
日

　

七
月
一
日（
火
）〜
七
月
二
十
九
日（
火
）

の
指
定
す
る
十
日
間

□
講
習
会
場

・　

ウ
ィ
ル
あ
い
ち
（
名
古
屋
市
）

・　

大
府
市
勤
労
文
化
会
館

・　

刈
谷
市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

・　

高
浜
市
立
中
央
公
民
館

・　

稲
沢
市
民
会
館

・　

ラ
イ
フ
ポ
ー
ト
と
よ
は
し

□
対　

象

　

免
状
交
付
者
で
、
危
険
物
製
造
所
な
ど

で
取
扱
作
業
に
従
事
し
て
い
る
方
。（
保

安
監
督
者
も
含
む
）

□
講
習
種
別

　

給
油
取
扱
所
、
特
定
事
業
所
、
一
般

□
申
し
込
み

　

六
月
三
日（
火
）か
ら
六
月
十
三
日（
金
）

ま
で
に
受
講
申
請
書
を
愛
知
県
危
険
物

安
全
協
会
連
合
会
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

□
受
講
料　

四
千
七
百
円

※　

愛
知
県
収
入
証
紙
を
購
入
し
、
申
請

書
に
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

□
問
い
合
わ
せ
先

　

愛
知
県
危
険
物
安
全
協
会
連
合
会

　

�
０
５
２（
９
６
１
）６
６
２
３

　

知
多
中
部
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部
防

災
課　

�（
２
１
）１
４
９
１

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.cac

‐ net.ne.jp/̃chitachu/

�

��

�

�

�

�

�

��

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

　平成２０年阿久比町議会第二回定
例会を次のとおり開催します。
□日　時
　６月５日（木）午前１０時から
□問い合わせ先　議会事務局
　�（４８）１１１１（内２４１）

����������������������������������������������������������������������										









�������	




広報あぐい　２００８年６月１日号

19

�
　

あ
ぐ
い
く
ら
し
の
会
で
は
、
十
一
月
十

五
日（
土
）〜
十
六
日（
日
）に
開
催
予
定
の

消
費
生
活
展
で
、「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」
写
真

コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

つ
る
植
物
に
よ
る
「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」

は
景
観
上
美
し
く
、
室
温
を
一
℃
〜
二
℃

下
げ
る
た
め
、
省
エ
ネ
効
果
が
あ
り
、
地

球
温
暖
化
防
止
に
も
役
立
ち
ま
す
。

　

窓
辺
や
縁
側
で
、
ア
サ
ガ
オ
や
ニ
ガ
ウ

リ
な
ど
を
育
て
た
様
子
を
写
真
に
撮
っ
て

応
募
く
だ
さ
い
。
優
秀
作
品
に
は
、
賞
品

も
用
意
し
て
い
ま
す
。　　

□
主
催　

あ
ぐ
い
く
ら
し
の
会

□
応
募
方
法　

写
真
の
裏
面
に
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
を
記
入
し
て
提
出
（
郵

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�
�


�

�

�

�

�

�

送
も
可
、
コ
ン
テ
ス
ト
終
了
後
返
却
し

ま
す
）

□
写
真
の
大
き
さ　

Ｌ
判
程
度

□
提
出
先　

役
場
産
業
課

□
提
出
期
限　

十
月
三
十
一
日（
金
）

□
問
い
合
わ
せ
先　

産
業
課
商
工
労
政
係

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
３
４
）

�
　

財
団
法
人　

世
紀
職
業
財
団
愛
知
事
務

２１

所
で
は
、
半
田
市
と
の
共
催
に
よ
り
、
再

就
職
準
備
セ
ミ
ナ
ー
（
Ｒ
ｅ
・
Ｂ
ｅ
ワ
ー

ク
セ
ミ
ナ
ー
）
を
開
催
し
ま
す
。

　

出
産
・
育
児
・
介
護
な
ど
で
退
職
さ
れ

た
方
の
将
来
の
再
就
職
に
役
立
つ
セ
ミ

ナ
ー
で
す
。
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

□
日　

時　

六
月
二
十
六
日（
木
）

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�

今今月月のの納納税税ななどど

町県民税　　　　　　　　全・１期分

公共下水道事業受益者負担金　全・１期分

納期限は６月３０日（月）です。

Information

　

午
前
十
時
〜
正
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　７月７日から９日までの３日間、北海道洞爺湖地
域でサミットが開催されます。 
　主要国の首脳が一堂に会するサミットは、テロリ
ストにとって格好の攻撃対象であり、平成１７年の英
国グレンイーグルズ・サミット開催時には、開催地
から遠く離れた首都ロンドンで公共交通機関を狙っ
たテロ事件が発生しています。 
　今回のサミットでも、首脳会議が行われる北海道
洞爺湖地域やその他の閣僚会議の開催地だけでなく、
それ以外の地域でも公共交通機関などに対するテロ
の発生が懸念されます。 
　愛知県警察ではテロを未然に防止するため、名古
屋駅をはじめとする主要な駅や中部国際空港などに
警察官を配置して警戒を強化しています。 
　警察官が不審な人や物を発見するため、行き先や
持ち物についてお尋ねすることがあります。皆さん
の理解と協力をお願いします。 
□問い合わせ先　愛知県半田警察署　fl（２１）０１１０ 

北海道洞爺湖サミットの成功に向けて 
～テロ未然防止のための皆さんの理解と協力を～ 
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■発行／阿久比町（〒４７０－２２９２　愛知県知多郡阿久比町大字卯坂字殿越５０　�０５６９－４８－１１１１）編集／総務部企画財政課
■阿久比町ホームページ  ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｔｏｗｎ．ａｇｕｉ．ｌｇ．ｊｐ
資源を大切に！この用紙は再生紙を使用しています。

広報あぐいを声の広報ボランティア「あいうえお」が CD録音しています。
ぜひご利用ください。
■問い合わせ先　阿久比町社会福祉協議会・ボランティアセンター�（４８）１１１１

阿久比町民憲章
アグピー 

阿久比町 
マスコットキャラクター 

　わたしたち阿久比町民は、ここに町民憲章を定
め、よりよい町づくりに努めることを誓います。
◎ホタル飛びかう、豊かな自然を守ります。
◎歴史と伝統を守り、教養を高めます。
◎スポーツに親しみ、健康で明るい家庭をつくり
ます。
◎オアシス運動をすすめ、笑顔あふれるまちをつ
くります。
◎ボランティア活動に、すすんで参加します。

世帯数　 ８，３５７　　（　２１）

人　口　２５，０６５人（　１７）

　男　　１２，４０６人（　１３）

　女　　１２，６５９人（　４）

（　　）は前月との増減数

４月中の異動

　出生　１５　転入　 １００

　死亡　１９　転出　  ７９

平成２０年５月１日現在

人 口 と 世 帯

ほたる観察会を開催 

・入場無料です。 
・雨天でも開催します。 

問い合わせは

役場企画財政課
fl（48）1111

（内204・303）へ

　ふれあいの森ホタル養殖場と観察室を夜間開放して、 
養殖場で育てたヘイケボタルが、淡い光を放ちながら 
飛びかう姿を観察します。 
　ホタルを育てたホタル専門員などが、ホタルについ 
ての説明も行います。 

日時 6月20日（金）・21日（土） 
午後7時半～午後9時 

場所 ふれあいの森 
ホタル養殖場・観察室 

　小中学生が描いたホタル保護啓発ポスターの優秀作品を 
展示します。 
□日　時　6月14日（土）～22日（日） 
　　　　　午前9時～午後7時（20日と21日は午後9時まで） 
□場　所　ふれあいの森　体育室 

ほたる観察会を開催 ほたる観察会を開催 

※　東部小学校でも校内の屋外施設「ホタルワールド」 
　を夜間開放してホタル鑑賞会を行います。 
□日　時　6月26日（木）（予備日27日（金）） 
　　　　　午後8時～午後9時 


